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１．熊本から横浜へ 

 

 都市拡業株式会社の歴史は横浜とともにある。 

江戸末期まで貧しい「漁村」にすぎなかった横浜が、明治の文明開化とともにまがりな

りにも「都市」に姿を変え、成長し、戦争を乗り越え、やがて成熟した近代都市へと変

貌を遂げたように、都市拡業株式会社もまた、田舎の一青年の気宇が横浜と言う土地で

花開き、根付いていった歴史を刻んでいる。 

 

 その歴史の第一幕は、明治期に田尻儀八が熊本から横浜に出てきた時から始まる。横

浜開港（1859年）に遅れること 20年、1879年に熊本に生を受けた田尻儀八は、以後横

浜の発展とともにその生涯を生きたのだった。 

 

 儀八の実家は熊本県釜尾町にあり、父儀作は腕の良い宮大工であった。ある時、河内

町大多尾の日吉神社（平安時代に建立）の大改修を請負った儀作は、良い仕事をしよう

と張り切って立派なお社を完成させた。請負なので、材料費・職人の手間賃はすべて後

払いで戻ってくるはずであった。だが、もともと資金の乏しい町には儀作に払うお金が

なく、当時の熊本県令に裏山の木材売却の嘆願書を出すほどだったが、立て替えた費用

が全額戻ってくることはなかった。 

 先祖伝来の田畑をカタに借りたお金で材料代と職方に払う給金を賄っていた儀作は

困惑した。しかし、ないものはない。神社建造を機に、儀作一家の生活は一挙に逼迫し

ていったのである。それでも儀作は「神様のためにお金を使ったのだから、決して悪い

事にはならん」と家族に言い聞かせ、愚痴ひとつ言わず困窮の内にその生涯を閉じたの

であった。（実際儀作が言った通り、その後、兄弟で村で一、二を争うほど一族は繁栄

した。） 

 

 

        

  （大多尾の日吉神社の鳥居）   （平成 31 年 3 月 15 日の春祭の日吉神社） 
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 儀八が故郷を飛び出したのは、海外雄飛の夢だけでなく、そうした家の事情も影響し

たことは想像に難くない。文明開化の香りが日本中に行き渡り始めた明治 31年、儀八

は故郷熊本を出て、横浜から日本郵船のボイラーマンとして欧州航路に乗り込んだ。 

明治 12年生まれで、19歳になったばかりの儀八にとっては人生航路の出発でもあった。 

 

 

２．横浜から海外へ 

 

 日清戦争後、海外航路拡張を求める世論の高まりに応え、当時の日本郵船が開設した

欧州定期航路は横浜を基地とし、13隻(予備船 1隻含む)の大型新造船が投入された。

当初月 1回の定期便の予定が、需要の増加により月 2回に改められ、いきおい船員不足

が懸念された。儀八が首尾よく日本郵船に就職できたのは、こうした時代背景があった

のであろう。 

 欧州航路の寄港地は横浜/神戸/門司/上海/香港/シンガポール/ペナン/コロンボ/ス

エズ/ポートサイド/マルセイユ/ロンドン/アントワープ/ミドルスブローである。明治

年間にこれだけの海外都市を歴訪した日本人がどれほどいたであろうか。若い儀八の心

に、海外、とりわけ「港町」への強い愛着が芽生えていったことは自然の成り行きだっ

たといえよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （神奈川丸 明治 29 年建造) 

 

（新造された 13 隻のうちの 1 隻。明治 31 年 5 月 14日に横浜を出港して欧州航路に就航。儀八

はこの年に欧州航路に就業と言う記録が残っているので、神奈川丸に乗船した可能性も考えられ

る。） 

 

 約 10年間外国航路に就いていた儀八は、結婚を機に陸（おか）にあがり、港湾事業

を起ち上げたいと思うようになった。 明治 42年 10月、30歳になった儀八は現在の横

浜市中区元町 5丁目 207番地で、艀（はしけ）を使う海運業を起ち上げた。東京では山

手線が運転を開始し、伊藤博文がハルピンで暗殺された年である。近代日本が形成され
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つつある時代であった。 

 

 

３．近代化の盲点が商機に 

 

 明治期の横浜は外国航路船の発着港で、賑やかな国際都市へと変貌を遂げている最中

であったが、近代都市としてぜひとも改善しなくてはいけない点があった。トイレであ

る。市内には洋風建築が立ち並び、公衆トイレも市内に 83カ所あったが、その設備は

至ってお粗末であった。地面に四斗樽を埋め、周囲を板塀で囲っただけのものなので、

当然悪臭は広がり、し尿はすぐに溢れて近隣の住民の迷惑になっていた。 

 

 この国辱ものの状態を何とか解決したいと、当時の野村県令は、のちの京浜工業地帯

の生みの親である浅野総一郎に相談した。総一郎は、「三日下さい」と答え、実際、三

日後に三方に出入り口があり、大便所と小便所が設置された六角形の西洋式トイレの設

計図を提出したという。 

 

 

 

（浅野総一郎 セメント王と言われ、その事業は NKK、東電等多岐にわたった。） 

 

 こうして明治 12年（ちょうど儀八が生まれた年である）、浅野総一郎設計のお洒落な

西洋式トイレが市内の 63カ所に設置された。総一郎は「日本で初めて西洋式公衆トイ

レを作った人」と称えられたが、それは横浜が「日本で初めて西洋式公衆トイレが設置

された都市」ということでもある。 

 

 しかし、問題はそれで終わらなかった。今度は溜まったし尿の処理が喫緊の課題とな

ったのだ。日本の都市が近代化するにつれ、し尿を如何に処理するかは、衛生面だけで

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjagNjgzeDiAhUG2LwKHXh4BrsQjRx6BAgBEAU&url=https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%85%E9%87%8E%E7%B7%8F%E4%B8%80%E9%83%8E&psig=AOvVaw0ZMRd_erM4rCI31WMqmJTr&ust=1560314239606680
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なく、近郷農業の動向とも絡んだ、当時の都市に共通の課題であった。 

 横浜の場合、これも浅野総一郎が対処することになったのだが、実は、し尿処理は大

変な利権であった。汲み取ったし尿を月 200円で糞尿溜所（ためしょ）に売ると、それ

は近隣農家に売る下肥という金肥に生まれ変わる。年間では 2400円の売上となり、公

衆トイレの建設費用の 2000円は 1年足らずで元が取れてしまい、あとはすべて儲けと

なった。関東ではこのおいしいビジネスに浅野だけでなく、堤清次郎、後藤慶太らがこ

ぞって参入し、その金肥を運ぶために敷いた鉄道がその後、西武電鉄、東急電鉄となっ

ていったのは有名な話である。 

 

 人口が増えつつある横浜で、儀八もこの利権にあずかろうと、艀（はしけ）業のかた

わら「田尻組」の名前で横浜市の委託事業として、組合組織となったし尿くみ取り事業

を開始し、得意の海路で横浜の金肥を三浦の松輪へ運搬し、三浦大根の栽培に大きく寄

与したのである。今でいうリサイクル事業を行っていたのである。 

 

 

４．あこがれの地への転居 

 

 第一次世界大戦が終結した大正 7年、事業も順調に伸びていた儀八は、元町から現在

の伊勢佐木町 7丁目付近に移転したが、大正 12年の関東大震災を機に、翌年の 8月、

南太田町西仲耕地 1641（現在の南区三春台 25）に再び移転した。思えばそれから 2019

年の今日まで、実に 95年間この地で事業をしていたことになる。 

 

  (関東大震災後の横浜市街地) 

 

 なぜ西仲耕地に移ったかについては、こんな話が伝わっている。若い頃から船に乗って

いた儀八は、横浜港に着くたびに、丘の中腹に見えるある土地が気になっていた。緩やか

な坂の途中の開けた角地、当時は周囲に緑も多かった。「あの場所からは海も一望に見渡せ

るに違いない。いつかあそこに住みたいものだ」と、儀八は常々思っていたという。事業
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も順風満帆だった儀八は、45歳の時、そのあこがれの地に居を定めたのであった。 

 

 儀八が事業所兼自宅を現在の南区三春台に移した当時は、実際に家の窓から横浜港を行

き交う船が見えたという。すぐ上には太田道灌の別邸跡（横浜市立太田小学校となってい

る）があり、戦国武将も海が見下ろせるこの高台を要害の地として選んだことが分かる。

船乗りとしての儀八の勘も、まんざらではない。なぜ儀八は「海を見下ろす高台」に居を

構えたのか。これは儀八の祖(山上三名字‐やまのうえのさんみょうじ-の田尻氏)が、南朝

の海洋貿易を守る武士団として、当時の日本の表玄関である有明海を一望する土地に陣取

ったことを考えると興味深い。知らずと先祖と同じことをしているのである。 

  

 今では埋立てによって海岸線が遠くなり、コンテナを吊りあげるクレーンの姿さえ高い

ビル群に遮られて見ることができない。いつも港を見ながら仕事をしていた儀八が現在の

光景を見たら、なんと思うだろうか。 

 

 儀八は、6尺を超す背丈に 100kg近い体重があり、明治期の日本人としては巨漢の部

類に入る。性格的には豪快だが世話好きで親分肌のところがあり、人望が篤かった。儀

八が遊んだ真金町界隈で揉め事があると、その人柄を見込まれてよく仲裁を頼まれたと

いう。いわゆる「三度の飯より酒が好き」と言うタイプで、押し入れに一斗樽を入れて、

いつもそこから茶碗酒を飲んでいた。来客にもお茶の代わりに茶碗酒を勧めていたほど

であった。そのせいか肝臓を傷め、わずか 61歳で、明治大正昭和を駆け抜けた波乱に

富んだ生涯を閉じたのである。昭和 15年 7月のことであった。 

 折しも時代は激動期で、昭和 15年 2月 11日には紀元 2600年で国を挙げての祝賀行

事があったが、6月 1日には横浜、名古屋、京都、神戸で砂糖とマッチが切符制となる

など、物資が徐々に不足し始めていた。儀八が亡くなった直後、第二次近衛内閣が発足

し、東条英機が陸相に就いた。日独伊の 3国同盟が結ばれたのも昭和 15年の 9月であ

る。その後の悲惨な横浜を見ずに済んだ儀八は、ある意味幸せだったといえよう。 
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（昭和 13 年の伊勢佐木町交差点。オデオン座は今もビルにその名前が残っている。儀八もこ 

 の辺りを散策したことであろう。） 

 

 

５．二代目を迎えて 

 

 儀八は日本郵船時代の上司の娘・榊原政野と結婚したが、榊原家は苗字帯刀を許され

た渥美半島半田の大名主であった。そのせいなのか政野は、気位が高く、夫婦仲はそれ

ほどよくはなかったようだ。二人の間には子供が授からなかったため、儀八が 51歳の

時、熊本に住む儀八の弟で、家を継いでいた庄太郎の二男次雄を養子に貰う事となった。 

 

 伯父の養子となった田尻次雄は大正 4年 12月 28日の生まれで、幼いころは村一番の

腕白少年であった。毎日のように喧嘩をし、夕方になると次雄が泣かせた子供の家を母

親が一軒一軒お詫びに回ったほどである。麦の実る頃には麦穂を裂き、稲の刈り入れ時

には刈り取った稲の藁山に火をつける、といった手の付けられない腕白ぶりで、子供た

ちは次雄が通るとサーッと道を開けたという。 

 反面、町まで花と野菜を売りに行く手伝いをした時は、売れ残った花を必ず野辺の地

蔵に供えては手を合わせたりもした。ある時、台風で近くの川が氾濫し、一人の男性が

荒れ狂う濁流に流されていた。大人たちは怖がって誰も助けようとはせず、茫然と見守

るなか、小学生の次雄は我が身を省みず、単身濁流に飛び込んだのである。そして見事

に男性を救出したのであった。だが、そのことを家人には言わなかったため、警察官が

家に来たときは「今度は何をしたのか？」と、家人は次雄がひどいいたずらをしたのか

と思ったほどである。ほどなくこの美談は当時の新聞でも大きく取り上げられた。 

 

 次雄が養子になったのは 15歳で、その時儀八は 51歳、妻政野は 3歳上の 54歳であ

った。はるばる九州から来た次雄にとって、横浜は余り居心地の良い場所ではなかった。

家では養母に厳しいことを言われ、学校では熊本弁を笑われ、友人もできず、孤独で辛

い日々を送った。昭和 8年に吉田商業専修学校を卒業したあとは、養父の作った「田尻

組」に入り、家業に専心した。15歳で養子に入り、25歳で養父が亡くなるまでの 10年

間、次雄は厳しい養父母に口答えひとつせず、ひたすら耐えたと後に家族に語っている。 

 

 次雄が事業を継承した当時、「田尻組」は艀（はしけ）船業、汲み取り事業、家作賃

貸業を営む安定した事業経営となっていた。日の出から日没まで一日中陽のあたる 180

度開けた見晴らしの良い立地を生かして、自宅敷地内に割烹旅館も経営していた。 

 

 昭和 11年、次雄は 21歳の時、養母政野の親戚の紹介で、上杉家の末である小田原の
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裕福な庄屋の娘、杉崎フサ子と結婚する。新郎 21歳、新婦 19歳の若夫婦であった。フ

サ子は 10人兄弟の末っ子で、御茶ノ水女子大学の前身である高等師範学校にストレー

トで合格するほどの才媛であったが、「女に学問はいらない」という親の反対に遭って

進学を断念していた。二人が結婚した翌年は、盧溝橋事件、南京占領など、戦争の気配

が日本を覆い始めており、次雄も延べ 6年、二度にわたって出征したため、若い二人が

20代を共に過ごす時間はあまりなかったようである。 

 

 

（次雄の第 1 回目の出征記念写真 「田尻次雄」と書いた旗が何基も見える。 

真ん中が本人。本人の右が姑政野、少し離れた左、旗を持った少年の後ろにいるのが妻フサ子で

ある。撮影場所は、現在自動販売機がある都市拡業の駐車場前の三叉路である。） 

 

 

６．強運でくぐり抜けた戦争 

 

 二代目として事業を引き継いだ次雄は、当初仕事より出征先で長い時を過さねばなら

なかった。それも中国中央部や南部と言う激戦区への出征である。だが、次雄の強運を

物語るエピソードがある。最初の出兵の時、乗船予定だった大陸への輸送船に何かの理

由で乗り遅れてしまったところ、その船が撃沈され乗員全員が死亡し、次雄だけが生き

残ったという。また、出征先でマラリアに罹って野戦病院に担ぎ込まれた時、同じマラ

リアに罹った隣のベッドの戦友は、翌朝は冷たくなっていた。同じ条件でも次雄は回復

して生き延びたのである。 

 

 昭和 18年、次雄が 28歳の時二度目の出征があった。その時は近衛歩兵麻布第三連隊
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に配属され、連隊長の谷中将閣下の専属運転手となった。連隊長付なので危険な戦地に

は行かず、時折煙草を頂いたりして谷中将閣下に可愛がってもらったという。おまけに

陸軍病院で痔などの持病を治療してもらい、出征前より健康になって戻ってきた。激戦

区に行きながら、一度も戦闘を経験しない出征であった。 

 

  

（近衛歩兵第三連隊兵舎。          （現在、麻生の跡地には記念碑がある。） 

現在の TBS はその跡地に建っている。） 

 

 一方、内地に残された妻フサ子は、横浜が空襲で焦土と化す前は「田尻組」の仕事を

夫に代わって一人で仕切っていた。徴兵により全国的に人手不足が深刻な中、「田尻組」

も事業の継続が危ぶまれたが、フサ子は何度も地方に足を運んでは農家を説得して作業

員を獲得した。そして作業員を寮に住まわせ、衣食の世話をして作業を切り回し、その

かたわら当時衰弱が始まっていた姑政野の世話をしていた。20代の若妻にとって過酷

な日々であったに違いない。 

 

 

７．戦争をかいくぐった夫婦 

 

 昭和 20年 5月 29日、横浜は想像を絶する大空襲に遭っていた。その日の午前 9時

20分ごろから 10時半頃までの間に、B-29爆撃機 517機、P-51 戦闘機 101機が横浜上

空に来襲。1時間余りの攻撃で落とされた焼夷弾は総数 438,576個（2，569.6 トン）に

のぼり、市内全域は文字通り廃墟と化してしまった。とりわけ田尻組の事業所近くの京

浜急行黄金町駅付近の被害はひどく、駅構内は文字通り焼死体の山となり、凄惨な光景

が繰り広げられていた。 
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（空襲直後の清水ヶ丘から撮影した写真 左奥が現在の「ドンドン商店街」と前里町 4 丁目） 

 

 次雄は稀にみる強運で戦地をかいくぐってきたが、フサ子もまた不思議な体験でこの

大空襲を生き延びている。 

 

 空襲が始まった時、自宅にいたフサ子は身の危険を感じて自宅を飛び出し、久保山へ

通ずる坂道を登り始めていた。上へ上へと逃げようとすると、周囲に誰もいないのに「フ

サ子、フサ子」と呼ぶ声が聞こえるではないか。「おかしいな」と、いぶかしく思いな

がらも、名前を呼ぶ声のする方へと向かっていった。それは、新坂と呼ばれる坂道の横

から太田小学校へと抜ける階段状の道で、登りきる途中に清水が湧き出る池があり、そ

のあたりから声が聞こえてきたのだった。 

 やっとのことで声が聞こえた辺りに辿り着いたが、おかしなことに誰もいない。しか

し、戻ろうにも今来た方もフサ子が逃げようとした方角からも一斉に火の手が上がって

おり、フサ子のいる池の周辺だけが空襲から逃れた安全地帯だった。フサ子は池の中に

首まで浸かり、かろうじて命拾いをした。もしあのまま久保山方面に逃げていたら、自

分も命がなかったかもしれない、とフサ子は思わず背筋が寒くなった。「あの時、ご先

祖の誰かが自分を助けてくれたに違いない」と、晩年フサ子は家族に語っていた。 

 

 

８．事業再建に向けて 

 

 強運に守られて出兵した次雄だったが、終戦と同時にすんなり復員できたわけではな

かった。なかなか外地から戻らない次雄は戦死かと思われ、その後の身の振り方を決め

るため妻フサ子は次雄の実家である熊本の田尻庄太郎宅に一時身を寄せていた。昭和

21年、ようやく次雄は復員を果たし、焦土と化した横浜でフサ子とともに再出発する

決心をしたのであった。 

 

 復員後、横浜に戻ってきた次雄は一面の焼野原になった横浜を見て呆然とした。しか
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し、なんとか生活しなければならない。箸 1本皿 1枚とてない状態からの再出発であっ

たが、そんな食うや食わずの中で次雄が最初にしたこと、それはなけなしのお金をはた

いて田尻家の墓を建てることであった。先祖があるからこそ今の自分がある、という昔

ながらの日本人の素朴な感性と、宮大工だった祖父儀作の血が次雄をそうさせたのだろ

う。終戦当時としては大変立派な墓を久保山墓地に建てたのであった。 

 

 しかし、事業はこれからが本格的な立て直しに取りかからねばならない。復員直後、

次雄はその後の事業を決定づける劇的な出来事に出合う。 

 

 終戦後、大岡川に一艘の沈没船があった。廃船同様のその船が動くなど、誰も思いも

よらなかったが、次雄は違った。「船内の水を掻き出して浮いた後、エンジンさえ動け

ば修理して使える」。そうひらめいた次雄は、小田原のフサ子の親戚に頭を下げて金を

借りにいった。なかなか首を縦に振らない親戚たちに拝み倒すように懇願し、どうにか

こうにか工面したお金でその船を買ったのだ。 

 いよいよポンプで船を浮かせる時が来た。もしエンジンが動かなければ莫大な借金を

抱えることになる。次雄は祈った。そして恐る恐るエンジンを掛けてみた。何と、動く

ではないか！次雄は賭けに勝ったのだ。早速船の内外を補修し、海運業再開に漕ぎ着け

たのである。 

  

 その後この船は大活躍をし、戦後の事業隆盛のきっかけを作ったのである。数年後、

この船は買った時の倍以上の値段で売れた。自分のことを後回しにして、真っ先に先祖

のお墓を建てた功徳であろうか。 

 

 

（次雄が大岡川から引き揚げた船と同種の船） 
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９．順風満帆 

 

 戦争によって灰塵と化した日本は、しかし、朝鮮戦争の特需もあり、急速に復興を遂

げていった。ベビーブームの到来で人口も増え、人々の暮らし向きも年を追うごとに向

上していった。朝鮮特需のあとは、昭和 29年から 32年にかけて「神武景気」が到来し、

繊維業を中心に産業が再興されていった。 

 この時代に特筆すべきは、＜MADE IN JAPAN＞ の底上げである。それまで「安かろ

う、悪かろう」という日本製品が、米国の技師から直接品質管理のノウハウの指導を受

けたため、「高品質」の製品へと底上げされていったのである。さらに朝鮮特需の時の

米軍仕込みの高度な技術の獲得により、重軽工業ともに国際競争に堪えられる技術力を

獲得したのであった。一方で、米の豊作が続き、物価が安定したこともあり、神武景気

は人々の心を戦争の痛手から急速に回復させたのである。世間ではテレビ、洗濯機、冷

蔵庫という「3種の神器」が国民のあこがれとなっていった時代である。 

 

 こうした世の中の勢いに乗って、次雄の事業は風を孕んだ帆のごとく、繁栄の海路を

洋々と進んでいった。35歳になった昭和 25年には、三春台の地に「横浜興業株式会社」

を設立し、「田尻組」が行っていた艀船業と横浜市委託清掃事業を拡大継続させた。 

 

 (事業家として大活躍していた壮年期の次雄) 

 

 昭和 27年には、次雄は先代の儀八がしていたように、三浦半島の松輪を受け入れ基

地として海路で金肥を農村に還元する事業を再開した。資源リサイクル事業の先駆けで

ある。 
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（三浦市南下浦町松輪 今も「三浦大根」の有名な産地である。「田尻組」も収穫量増加に大き

く寄与した功績で地元に感謝された。「大根まつり」にはいつも社長の次雄が招待され、決まっ

て上座に座らされていたと、三浦の関係者は語っていた。） 

 

 だが、有機肥料から化学肥料へと農村が変貌するのに伴い、このリサイクル事業もほ

どなく幕を閉じた。この事業は横浜市の一般廃棄物海洋投棄事業の船舶貸渡し業となっ

たのである。 

 

 昭和 32年 9月 19日、次雄は給排水設備工事とそのメンテナンスを目的とした「都市

拡業有限会社」を設立した。「都市拡業」の誕生である（昭和 56年 3月 20日に株式会

社に改組）。 

 

「岩戸景気」「イザナギ景気」と続く昭和 36年、46歳になった次雄は、海運事業を「田

尻海運有限会社」に、委託清掃事業を「田尻興業有限会社」へと分社化した。 

 昭和 30年代の次雄は、当時の国内の多くの事業主がそうであったように、仕事をす

ればするほど「面白いほど儲かった」という。船も散々働かせた挙句に売れば、買った

時よりはるかに高く売れた。経済的にも潤った次雄の家は、当時としてはいち早くテレ

ビを購入し、夜になると近所の人たちがプロレスなどを観に大勢集まり、さながら集会

所のようであった。当時の光景を、3代目の惠保は今でもよく覚えているという。 
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 （船の甲板で、船員とともに 写真右が次雄） 

 

  

 

１０．社会の変動と事業の変化  

 

 やがて日本が高度成長期にさしかかり、社会にも大きな変化が訪れた。 

 昭和 44年、日本の GNP(国民総生産)が西ドイツを抜いて世界第 2位となり、名実と

もに「経済大国」となった。国内では 3月に西名阪自動車道が全面開通、4月に中央線

荻窪～三鷹間の高架複々線化完成、5月に東名高速道路が全線開通と、経済と産業の成

長ぶりが誰に目にも明らかになっていった。海外で人気を博したスポーツカー「フェア

レディ Z」を日産が発売したのもこの年の 11月である。 

 

 

(高度経済成長の象徴 東名高速道路の開通 共同通信社) 

 

 この年すなわち昭和 44年、次雄は横浜委託清掃業の権利を「辰己組」に売却し、「田

尻興業有限会社」は解散した。また前年の昭和 43年に始まった横浜港の物流コンテナ

化により、艀船業は撤退を余儀なくされたので、出光石油の原油を運ぶ「内航タンカー
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事業」に転身した。内航タンカー事業は、中東からの石油を川崎沖で受け取り、鹿島灘

から津軽海峡を抜けて日本海を渡り、玄界灘から瀬戸内海に出て、山口県の福山製油所

へと至る航路で、「三国航路」と呼ばれた。 

 

 内航タンカー事業参入の動機は、単にビジネス上の利点だけでなく友作が出光佐三に

共鳴していたことも大きい。「海賊」と呼ばれた風雲児出光佐三は、その豪胆さで日本

の石油業界を切り拓いた事業家である。同じ九州出身ということもあり（佐三は福岡県

宗像市出身）、友作は意気に感じて出光石油の仕事を引き受けたのであろう。 

 

 

 

（出光佐三 出光興産の創業者 「士魂商才」の大海賊と呼ばれた。） 

 

 

 

田尻海運所有の内航タンカー「浜田丸」。浜は「横浜」から、田は「田尻」から取った。) 
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（第十浜田丸 建造風景） 

 

 内航タンカー事業は順調に推移し、「友作」と改名した次雄は長者番付や紳士録にそ

の名が掲載されるようになった。だが、昭和 54年、友作の船は瀬戸内海で座礁事故を

起こしてしまったのである。幸い、損害規模はそれほど大きくなく、砂地に乗り上げた

スクリューの損傷程度で済んだ。艀からタンカーと言う船舶事業で成功を築きあげてき

た友作であったが、今回のタンカー座礁に「事業の引き際」が来たことを感じ、断腸の

思いで内航タンカー事業から手を引くことを決めた。 

 

 昭和 60年、海洋での廃棄物投棄を禁止する国際条約の法制定に伴い、横浜市は一般

廃棄物の海洋投棄事業を廃止した。これを機に「田尻海運株式会社」はすべての海運事

業から撤退し、「田尻企業株式会社」に名称変更の上、不動産賃貸業のみとなった。 

 国際法上の取り決めとはいえ、海洋投棄事業の廃止は「田尻海運」だけでなく、横浜

港の全艀業者にのしかかる深刻な問題であった。当時の「船主会」は一体となって労組

（全国港湾労働者組合）と協議に入った。この時、都市拡業入社早々の三代目惠保は「船

主会」の労組対策担当者として、名うての労組・全港湾との折衝に当たった。新入りの

怖いもの知らずが幸いしてか、無事成功裏にこの役が勤まったようだ。 

 

 儀八が明治 42年に横浜で海運業を始めてから実に 76年間、田尻家の事業の中心には

いつも船があり、海があった。昭和 60年、その幕が閉じられたのである。思えば南朝

の海洋貿易を守っていた武士団の頃から、田尻氏は海と船によって運を開いてきた。終

戦直後大岡川の沈没船から事業を始めた友作にとって、胸中に去来する思いは並大抵の

ものではなかったであろう。海運業から引いたのちも、執務室や社の裏庭に、かつて所

有していた船舶の備品などがさりげなく置かれていた。自分を成功へと導いてくれた船

への万感の思いが偲ばれる。 
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（友作の執務室に置かれた「田尻海運」の看板と、社の裏庭にひっそりと置かれた救命用浮輪。） 

 

 

    

 （晩年の田尻友作）            （故郷熊本にて ） 

 

 

１１． 存亡の危機 

 

 ここで、長男惠保が都市拡業に入社したいきさつを語るために、少し時間をさかのぼ

ることにしよう。長男とはいえ、惠保はすんなりと都市拡業株式会社の後継者に収まっ

たわけではなかった。惠保は、県立平沼高校から一橋大学・社会学部に進み、社会心理

学の泰斗南博教授に師事した。修士論文では最優秀論文と評価され、南教授の後継者と

期待されていたが、惠保が選んだのはアカデミズムの世界ではなく、精神世界の探求を

行う在野での研究と修業の生活であった。 

 

 昭和 52年大学院博士課程終了後、惠保は、某団体の研究所設立のプロジェクトを任

された。翌昭和 53年には勤務先の上司の紹介で川崎に住む今井成美と結婚した。成美
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は早稲田大学から東大大学院に進んだ向学心溢れる女性で、惠保との縁談が出た時、丁

度フランスの国費留学生試験ブルシエに合格し、渡仏するところであったが、紹介者に

「外国には結婚してからでも行ける。時を迎えているのだから先に結婚しなさい」と背

中を押され、留学を先延ばしにする形で惠保との縁談を受け入れたのであった。昭和

53年惠保 30歳、成美 29歳の二人は結婚し、翌 54年には長男博之を授かった。 

 

 昭和 56年惠保に長女が誕生した直後、家業を陰で支えていた母フサ子が亡くなった。

それほど仲睦まじい夫婦という訳ではなかったが、いざ妻に先立たれてみると、友作の

心にはぽっかりと穴が開いたようになってしまった。「色々あったけれど、良い所しか

思い出さないよ」と、嫁の成美にしみじみ語ったという。 

 当時長男惠保は、弟文成が事業を継ぐものと思い、後継者と言う意識は念頭にもなか

った。だが、その弟も父の仕事を継ぐというより、東大を卒業後、日本の企業で就職し

てはみたが学業への思いを絶ちがたく、退職してニューヨーク大学大学院へ留学してし

まった。このように二人の息子は事業を継ぐかどうかは全く分からない状態であった。

妻を失い、後継者も定まらない孤独の状態のなかで、友作は徐々に仕事への意欲を失っ

ていった。 

 そんな会社の様子を見た社員たちは、タガが緩み始め、次第に自分勝手な振る舞いを

するようになった。有力社員同士の対立、士気喪失、怠惰、挙句は社内に独立した別会

社を作るなど、文字通り四分五裂の状態に陥ったのである。 

 

 昭和 58年、12月も押し詰まった会社の忘年会の日のことである。夜の 9時過ぎに家

のドアを叩く音がした。「こんな時間に誰だろう」と、惠保がドアを開けると、そこに

一人の男が立っていた。かつて海路で三浦半島へリサイクル事業を展開していた時、海

岸の中継貯槽所から陸路で農家へと金肥を運送した会社があり、その社長の息子が社員

となっていた。その彼が立っていたのである。「惠保さん、ちょっと話を聞いて下さい

よ」と、忘年会での酔いが回った口が重い話をし始めた。 

 「この話は、自分の立場で話すことでないことは重々承知しています。でも長い間こ

の会社と関係のあった俺の気持ちが、言わないでは収まらないのです。俺の我がままだ

と思って聞いて下さい。惠保さん、会社を継いでください。このままでは会社が潰れま

す。俺の目が黒いうちはそればかりは見たくない」と、彼は涙ながらに訴えた。そして、

切々と社内の惨状を惠保に語ったのである。 

 

 惠保にとって、それは「自分は家の歴史と、会社を代表する者の社会的責任とを引き

受ける立場にあるのだ」ということを、頭でなく心の底から実感させる出来事であった。

まさに都市拡業が存亡の危機に瀕していたのである。これは一刻の猶予もない事態だと

判断した惠保に、迷う暇はなかった。翌日から年末年始の休みを返上して事務所に入り、
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帳簿を始め様々な書類を調べ始めた。 

 

 それから一週間後、昭和 59年１月の仕事始めに、惠保は電撃的に都市拡業に入社し

た。社内では晴天の霹靂であった。惠保はその日から粛々と社内の改革に着手していっ

た。そして、未知の分野の仕事を学びながら、別会社として社内から独立した会社との

得意先の争奪戦に明け暮れた。文字通り毎日が戦いであった。しかも都市拡業に入社し

て間もない昭和 59年 3月、妻成美が 4人目を懐妊中に事務所と同じ敷地内にあった自

宅が火災で全焼するという不幸にも見舞われている。 

 

 この緊迫した状況のなか、惠保は 6人の子供を授かったが、そのうちの 5人は年子と

いう超多忙な家庭環境であった。惠保が戦場のような会社で緊迫した日々を送りながら

も、心身共に持ちこたえられたのは、妻成美の働きが大きい。成美は多忙を極める 6人

の子育ての傍ら、陰に陽に惠保の仕事を支え、平成 10年からは都市拡業に入社して業

務の一端を担うようになり、文字通り夫婦一体で会社の危機を乗り越えたのであった。

のちに惠保はこの頃を振り返り「成美は妻であると同時に戦友でもある」と語ったが、

まさにそのような関係の夫婦であった。 

 

 翌昭和 60年には火災に遭った自宅の新築も完成し、社内もどうにか落ち着き始めた

ので、平成元年、友作は惠保に代表取締役を譲り自分は会長に就任した。その後、友作

は平成 18年 8月、91歳の天寿を全うした。 

 

 

（二代目と三代目が夢を共有した新規事業の会社設立が伊勢神宮外宮社務所で行われ

た。仕事仲間と外宮に正式参拝する二代目社長次雄（前列右から二人目）。左端は三代

目社長惠保） 
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１２．ザ・バイオウォーターとの出会い 

 

 三代目惠保のスタートは会社が存亡の岐路に立たされた時であった。同時に事業の構

造的な転換を迫られていた時期でもあった。前述したように、昭和 60年に海運業から

撤退したため、事業の柱は給排水設備業と設備メンテナンス業のみとなった。都市拡業

は事業収益の半分以上を占める海運業がなくなり、設備メンテナンス業の浄化槽関連の

仕事は集中下水道化の動きの中で年々売上の 20%以上が減少するという、大変な経営危

機に瀕していたのだ。そんな時、ある折り込みチラシがふと惠保の目に留まった。平成

5年のことであった。 

 「水を活性化する」という装置のチラシであった。なぜか心惹かれた惠保は、チラシ

に記載の電話にダイヤルを回してみた。早速若い営業マンがやってきて、製品の説明を

したが、惠保の水に関する造詣の深さに驚いた営業マンは、翌日代表者を連れてきた。 

これが今日の「水改質装置ザ・バイオウォーター」との出会いである。 

 

 海運に代わる事業を見つけなければいけない惠保は、この装置の販売を新規事業とし

て取り組んでみたかった。それは新規事業の模索が急務だったからだけではない。「水」、

それも「透明な水」への憧れが小さい頃から彼の中にあったからである。 

 

 惠保は、幼い頃から会社の艀船が係留されていた大岡川の水を見るたびに心を痛めて

いた。惠保が大学生頃までの大岡川は、濁りきった水面に大量のごみが浮かび、時には

畳のような粗大ごみまで無造作に投げ入れられていたり、あちこちでボコボコとメタン

ガスが噴き出ていた。まさに「死んだ川」であった。この川を見るたびに惠保は暗い気

持ちになるのであった。「この水を何とかきれいにできないだろうか」。そんな思いがい

つも惠保の意識の片隅にあったのである。 

 「ザ・バイオウォーター」は、まさにこの惠保の思いを仕事として実現するにふさわ

しい製品であった。加えて学生時代から「自己と他者の共進化」をライフスタイルとし

て模索していた惠保にとって、「装置を付けることで、設置元だけでなく周囲の環境に

もプラスになる」という水質改善効果は、まさに己が目指していた理想を実現する事業

に映ったのであった。 

 

 父から引き継いだ給排水設備の工事・メンテナンスとは別に、「自分の心に沿った」

事業を始めることで、惠保は初めて自分自身の「事業使命」を見出した。それは「大自

然から借りている水をきれいにして自然の循環に戻す、水循環の修復事業」としての

「ザ・バイオウォーター」事業である。しかも「水」に関わるこのビジネスは従来の家

業とも親和性が高く、新規事業の成功は既存の事業の拡大ともなる相乗効果が期待され

た。平成 6年、惠保は近田秀喜氏の経営する神奈川電算株式会社と「ザ・バイオウォー
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ター」の総販売元契約を結んだ。そして平成 23年には製造元を引き継ぐ契約を締結し、

メーカーとなった。 

 

 

１３．都市拡業株式会社 第三フェイズへ 

 

 田尻儀八が熊本から横浜に出てきて事業を始め、亡くなる昭和 15年までが「都市拡

業」の第一フェイズであるなら、同年友作(旧名次雄)が後を継ぎ、昭和 60年に社長を

退くまでが第二フェイズである。そして、三代目の惠保が跡を継ぎ、「ザ・バイオウォ

ーター」の販売に取り組み始めたのが第三フェイズのはじまりである。 

 それぞれ全くタイプの異なる経営者ではあるが、船や海と縁が深いことからも分かる

ように、「水」と言うキーワードで一筋につながっている。特に 3代目の惠保にとって、

「水」に関わるビジネスを始めることは、親の事業継承というスタンスを脱皮して、自

分自身の経営理念で会社を経営する事業家に成長していく一大転機でもあった。 

 

 惠保は、取り組み始めた「ザ・バイオウォータ―」による水改質技術の起源が自然石

を使う日本の伝統的な水改質の技法であり、その自然石の代わりに人工の鉱物結晶を用

いていることを理解した。そこでこの日本の伝統技法を「工業技術化」することを事業

プランの柱とすることにしたのである。平成 16年 3月、この事業プランを「よこはま

ビジネスプラングランプリ」に応募したところ、見事大賞を受賞したのであった。 

 

  

（よこはまビジネスプラン大賞の賞状） （横浜市水道局と HIDA(海外産業人育成協会）の元で 

                    開催された東南アジアの人々向けのセミナーにて） 

 

 工業技術の必須三要件「再現性」「合理性」「操作性」を満たす取り組みが本格的に始

まったのはこの時点からである。様々な研究開発の助成金・補助金を活用しながら公設

の研究機関・大学等への委託研究を繰り返し、平成 18年には社内に研究開発室を設置
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し、独自にデータ収集・実験・開発を行い始めた。そして工業技術の必須条件のうち、

いまだクリアされていない「合理性」「操作性」の問題を「測定装置の開発」と言う課

題に集約させて取り組んだ。国の補助金の追い風を受け、研究スタッフにも恵まれ、平

成 25年にその装置は完成し、日本、米国、EU、マレーシア、シンガポールの特許を取

得するに至ったのである。 

 

   

   （防錆効果判定装置）               (特許証)  

 

 こうして「ザ・バイオウォーター」の水改質技術を、測定技術を伴ったエンジニアリ

ングとして市場に展開する給水管の劣化対策「酸化被膜工法」がここに誕生したのであ

る。 

 

 平成 26年には水改質技術の利用分野別効果の調査を終了し、当時社会問題化しつつ

あった「給水管の赤錆劣化対策」のマーケットに焦点を合わせて本格的に営業展開を始

めた。赤錆劣化対策は、バブル期の建物が軒並み老朽化する時期を迎え、数兆円規模の

マーケットに成長することが見込まれており、自社にとっても既存業との相乗効果が期

待できる事業であった。 
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（本格化した営業展開。東京、横浜、名古屋、大阪、福岡などの全国主要都市で開催される展示

会に出展。写真は「東京ビッグサイト」での展示会光景。） 

 

 

 

（代理店活動も展開。年に１回は代理店研修会を開催。写真は研修会風景） 

 

 平成 13年に販社として起ち上げた「株式会社エランビタール」が、この「酸化被膜

工法」の営業を展開しているが、令和元年現在、売上高が本体の都市拡業株式会社と肩

を並べるまでに至っている。 

 

 この間、日経 CNBC他、様々なメディアにも取り上げられ、あちこちから講演依頼も

舞い込むなど、ブランド化が加速するとともに、国土交通省の新技術認定 NETIS

（KT-160125 –A）にも登録された。近年では 4年連続で台湾の工業技術研究院を窓口と

して台湾政府の招待を受け、現地の展示会にも出展している。 

 



24 

 

                         

    （日経 CNBC 撮影風景）         （静岡県給水衛生検査協議会での水道局員  

                     及び法定検査職員向け研修会の一コマ） 

 

 

 

（「ザ・バイオウォーター」を導入した金沢市の「やちや酒造」の杜氏山岸氏とともに。 

 装置設置後、水がまろやかに変化したと絶賛する杜氏。「やちや酒造」の清酒「加賀鶴」は、

「ロンドン酒チャレンジ」で金賞受賞し（2018）、ANA の国際線にも搭載されている。） 

 

 

１４．メディアをして語らしむ 

 

 「酸化被膜工法」の販促に関して、惠保は積極的にメディアを活用した。専門誌や「経

済界」など一般紙での紹介も相次ぎ、地元の神奈川新聞や日本経済新聞に取り上げられ

たこともある。その間、「横浜知財みらい企業」に７年連続で認定され、「かながわ産業

Navi大賞奨励賞」を受賞し、着々と対外的な信頼を集めていった。ここで神奈川新聞
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と日本経済新聞、および神奈川県経営者福祉財団発行の冊子「BUSINESS LINE」の記事

を紹介しよう。メディアがどのように「都市拡業株式会社」に注目していったかが分か

る。 

 

 
(「神奈川新聞」 平成 26 年 7 月 26 日) 

 

写真付き 5段抜きで掲載されたこの記事では、赤錆劣化対策に、都市拡業株式会社が「測

定技術」を組み込むことで「防錆法」をエンジニアリングとして確立したことが紹介さ

れている。これにより、「給水管劣化対策」が「給水管交換より低コストで効果が確実」

な「酸化被膜工法」によって可能になる、という社長の田尻惠保の言葉で結んでいる。 



26 

 

 

（「日本経済新聞」 平成 30年 2月 9日） 

 

 「日本経済新聞」では、「(黒)錆をもって(赤)錆を制する」という「酸化被膜工法」

の基本コンセプトが紹介されている。「酸化被膜工法」は 1989年以来「約 3000件の施

工実績」があり、「費用は同じ規模の建物で露出型の配管を交換する場合の約 20分の一

で済む」と、工法のメリットを紹介し、台湾の工業技術研究院の展示会出展、視察団受

け入れなど、海外での活動にも言及している。 
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    （「BUSINESSLINE」かながわ産業 Navi大賞２０１７特集より） 

 

  平成 21年、都市拡業株式会社は創業 100年を迎え、横浜商工会議所から「100年

企業」として顕彰され、神奈川新聞にもそのことが掲載された。だが、会社は祝賀行事

の代わりに、「100年記念事業」として 3つの製品開発に取り組んだのである。ペット

ボトルや水筒内の水を改質するミニ水改質器具「エランビタール」、金属加工業の作業
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効率向上に寄与する水溶性切削油改質装置「アクアヴェリテ」、尿石除去剤「BWアース

クリーン」。この 3製品である。中でも「エランビタール」はメディアでも何度か紹介

され、平成 23年には「かながわビジネスオーディション 2011」に入賞し、ロングセラ

ーとなっている。 

 

100年記念事業開発品 

 

    

  （エランビタール）    （アクアヴェリテ）      （BW アースクリーン） 

 

 

（かながわビジネスオーディション２０１１入選証） 



29 

 

（  

（「エランビタール」発売を第一面で報道する「工業技術新聞」 平成 22年 6月 30日） 

 

      

１５．次の１００年に向けて 

 

 こうして都市拡業株式会社は横浜とともに 110年の歩みを刻んできた。 

 

 創業者から三代目までの流れを振り返ると、全ての事業が「水」と言うキーワードで

つながっている。ある時は船、ある時は給排水設備の工事・メンテナンス、またある時

は給水管延命のための「酸化被膜工法」と、いつも「水」と関わりのある事業に取り組

んできた。思えば日本で初めて水道事業が始まった横浜に、初代の田尻儀八が居を定め

たのも興味深い。「企業 DNA」と言う言葉があるが、県の至る所から名水と言われる良

質な水が豊かに湧出する熊本で生まれ育った血が、おのずと「水」関連の事業へと田尻
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家をいざなったのかもしれない。 

 

 明治大正昭和平成、そして令和と紡いできたこの DNAは、育ちつつある四代目達へと

受け継がれ、さらに大きく開花してゆくことだろう。社会の価値観が根底から大きく変

わろうとしている今、「都市拡業丸」「エランビタール丸」の二艙の船は、これから先代

達の知らない大海原を洋々と航海して行くに違いない。次の 100年に向かって。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（社屋の前に立つ三代目社長田尻惠保） 
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水五訓 

 

 

      １．常に己の進路を求めて止まざるは水なり 

 

      ２．自ら活動して多を働かすは水なり 

 

      ３．障害に遭い激してその姿勢を百倍するは水なり 

 

      ４．自ら潔うして他の汚濁を洗い然も清濁併せ容るるは水なり 

 

      ５．洋々として人海を充たし発して雨となり雲と変じ凍っては 

        玲瓏たる氷雪と化す 而もその性を失はざるは水なり 

 

 

 

           （黒田如水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 10月 10日 
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